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　造形の規範となっているものとして、平成24年国登
録有形文化財となった鬼北町庁舎。しかし、耐震性能の
向上、現代機能の充実、やさしい空間の形成等を図るた
め、大規模な改修が必要と判断し、平成28年₂月に「鬼
北町再生庁舎」として新しく生まれ変わりました。
　文化財でもある庁舎の改修コンセプトは、オリジナ
ルを大切にした「変化のないように見せる改修」。人造
石研ぎ出し床、天然木を直角に曲げて作られた階段の手
すり、そして、スチール製のサッシュなど、庁舎内は当
時のものをそのまま生かした繊細でモダンな技術があ
らゆるところに点在し、現代技術と融合しています。
　鬼北町役場に来られた際には、ぜひ、町産材のヒノ
キを使って建築された「別館」と併せてご覧ください。

鬼北町﹁生まれ変わった鬼北町庁舎﹂

鬼北町庁舎

議　場別　館



　令和₂年₂月29日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 131 号　（2）　

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
第
73
回
定
期
総
会

を
2
月
19
日
㈬
午
後
4
時
か
ら
、「
Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
」
で
、
県

下
9
町
の
町
長
及
び
副
町
長
ま
た
は
総
務

課
長
の
出
席
を
得
て
盛
大
に
開
催
し
た
。

　

総
会
は
ま
ず
、「
開
会
の
こ
と
ば
」
を
岡

　

愛
媛
県
町
村
会
と
愛
媛
県
町
村
議
会
議

長
会
は
、
2
月
19
日
㈬
開
催
の
定
期
総
会

終
了
後
、
午
後
5
時
30
分
か
ら
同
ホ
テ
ル

で
、
定
期
総
会
に
出
席
の
町
長
と
議
長
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
、
は
じ
め
に
稲
本
会
長

が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
に
、
来
賓
の
愛

媛
県
知
事
代
理
の
神
野
愛
媛
県
副
知
事
、

愛
媛
県
議
会
議
長
代
理
の
松
下
愛
媛
県
議

会
総
務
企
画
委
員
会
委
員
長
か
ら
懇
篤
な

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

第
73
回
定
期
総
会

令
和
2
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定
　

愛
媛
県
町
村
会
　

定
期
総
会
に
か
か
る
意
見
交
換
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会･

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
　

般
会
計
予
算

⑸　

議
案
第
4
号　

令
和
2
年
度
本
会
特

別
会
計
予
算

　
　

以
上
の
4
議
案
を
一
括
議
題
と
し
、

事
務
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
。
一
同
異

議
な
く
、
議
決
さ
れ
た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、
最
後
に
「
閉

会
の
こ
と
ば
」
を
岡
本
副
会
長
（
松
前
町

長
）
が
述
べ
、
盛
会
裏
に
閉
会
し
た
。

	

（
閉
会
時
刻
16
時
40
分
）

本
副
会
長
（
松
前
町
長
）
が
述
べ
、
続
い

て
稲
本
会
長
（
内
子
町
長
）
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
来
賓
と
し
て
、
全
国
町
村
会

長
代
理
の
細
見
全
国
町
村
会
政
務
担
当
次

長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
祝
電
披

露
が
あ
っ
た
。

　

次
に
議
事
に
入
り
、
ま
ず
、
規
約
に
よ

り
稲
本
会
長
が
議
長
席
に
着
き
、
次
の
と

お
り
議
事
を
進
行
し
た
。

⑴　

報
告
第
1
号　

令
和
元
年
会
務
報
告

⑵　

議
案
第
1
号　

令
和
2
年
度
本
会
事

業
計
画

⑶　

議
案
第
2
号　

令
和
2
年
度
本
会
会

費
の
分
賦
方
法

⑷　

議
案
第
3
号　

令
和
2
年
度
本
会
一

開会のことばを述べる岡本副会長（松前町長）あいさつをする稲本会長（内子町長）

神野愛媛県副知事

松下愛媛県議会総務企画委員会委員長

　

つ
づ
い
て
、
祝
辞
を
述
べ
た
以
外
の
来

賓
（
全
国
町
村
会	

細
見
政
務
担
当
次
長
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会	

山
中
企
画
調
整

部
長
、
愛
媛
県
市
町
振
興
課	

三
木
課
長
）

を
紹
介
し
た
後
に
、
森
永
県
町
村
議
会
議

長
会
長
の
乾
杯
の
発
声
に
よ
り
町
長
と
議

長
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、
赤
松
県
町
村
議
会
議
長
会
副

会
長
が
閉
会
の
言
葉
を
述
べ
、
定
期
総
会

の
全
行
事
を
終
了
し
た
。



　（3）　令和₂年₂月29日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 131 号　

臨　時　総　会

全 員 連 絡 会

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
2
月
6
日
午
後
3

時
30
分
か
ら
株
式
会
社
キ
ク
ノ
別
館
西
会

議
室
で「
第
3
回
臨
時
総
会
」並
び
に「
第

4
回
全
員
連
絡
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
8
町
長
が
出
席
し
た
。

（
佐
川
砥
部
町
長
は
、
都
合
に
よ
り
欠
席
）

【
第
3
回
臨
時
総
会
】

₁　

開　

会

₂　

あ
い
さ
つ　

稲
本
会
長

₃　

議　

事

　

⑴　

議
案
第
1
号　

愛
媛
県
町
村
会
規

約
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

右
の
議
案
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説

明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
決
定
し
た
。

　
　

次
に
、
本
会
規
約
の
全
部
改
正
に
か

か
る
追
加
議
案
と
し
て

　

⑵　

議
案
第
2
号　

愛
媛
県
町
村
会
理

事
の
選
任
に
つ
い
て

を
上
程
し
、
清
水
愛
南
町
長
、
佐
川
砥
部

町
長
の
2
名
が
理
事
に
選
任
さ
れ
た
。

【
第
4
回
全
員
連
絡
会
】

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
臨
時
総
会
終
了
後
、

午
後
4
時
か
ら
引
き
続
き
、「
令
和
元
年
度

第
4
回
全
員
連
絡
会
」
を
開
催
し
た
。

₁　

開　

会

₂　

協
議
事
項

　

⑴　

県
市
町
振
興
課
か
ら
の
連
絡
事
項

に
つ
い
て

　
　

・
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
つ
い
て

　
　

・
単
独
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

　
　
　

三
木
市
町
振
興
課
長
か
ら
説
明
が

あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑵　

令
和
2
年
度
事
業
計
画
及
び
本
会

会
費
の
分
賦
方
法
並
び
に
予
算
に
つ

い
て

　
　

①　

事
業
計
画（
案
）

　
　

②　

本
会
会
費
の
分
賦
方
法（
案
）

　
　

③　
本
会
振
興
基
金
積
立
金
の
取
崩（
案
）

第
３
回
臨
時
総
会
並
び
に

第
４
回
全
員
連
絡
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会
　

　
　

④　

本
会
一
般
会
計
予
算（
案
）

　
　

⑤　

本
会
特
別
会
計
予
算（
案
）

　
　

⑥　

全
国
生
協
愛
媛
県
支
部
予
算（
案
）

　

⑶　

愛
媛
県
市
町
各
種
事
業
総
合
協
議

会
の
役
員
に
つ
い
て

　

に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
し
、
⑶
以
外
に
つ
い
て
第
73

回
定
期
総
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
。

₃　

報
告
事
項

　

⑴　

本
会
第
73
回
定
期
総
会
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
2
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
に
つ
い
て

　
　

以
上
、本
会
事
務
局
か
ら
報
告
し
、一

同
了
承
し
た
。

4　

そ
の
他

　
　

次
回
の
本
会
全
員
連
絡
会
の
開
催
に

つ
い
て

　
　

次
回
の
全
員
連
絡
会
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
日
程
調
整
の
う
え
、
会
長
に
一

任
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

令和₂年度　愛媛県町村会事業計画
○　方　　針
　　令和₂年度は、本会規約第₃条「地方公共事務の円滑な運営と県内の町
の振興発展を図ることを目的とする。」を基本理念として、全町の振興発
展に寄与するため、引き続き各種事業を積極的に展開する。

　　政府は、昨年度に引き続き「地方創生」を掲げるとともに、人口減少・
少子高齢化という構造的な課題に真正面から立ち向かう、「一億総活躍社
会」へ挑戦しようとしている。

　　こうした動向は、我々各町の果たす役割をさらに高めるところであり、
自己責任の下に各種施策について自ら選択するとともに、それぞれの果た
すべき責務は、なお一層、重要性を増すこととなる。

　　この時にあたり、本会は決意を新たにしてその使命を深く自覚し、県内の
₉町が一丸となって〝住民のための自治＂の確立のため、下記事項を積極的に
推進するよう努めるものとする。

記
○　主要事項
　⑴ 県内₉町の連携強化　　⑵ 国及び県に対する実行運動
　⑶ 分権型社会の推進　　⑷ 職員等各種研修会の実施
　⑸ 公有物件共済事業等への加入推進
　⑹ 県内₉町及び賛助会員への基礎自治体の施策に関する情報提供
　⑺ 全国町村会・愛媛県及び県内11市等との連絡調整
　⑻ 愛媛県自治会館　新会館建設に対する援助
主要事項の概要
１　県下₉町の連携強化　・理事会の開催（必要に応じ）
　・全員連絡会の開催　・定期総会・臨時総会の開催
　・₉町の魅力・情報発信に伴う台湾企業等の招請
　・副町長会の開催　・総務課長会議の開催
₂　国及び県に対する臨機な実行運動
　・国の施策及び予算編成に関する要望
　・四国四県町村長大会決議事項の要望　・全国町村長大会決議事項の要望
　・愛媛県、県市長会及び県町村議会議長会と連携した要望
　・その他町行財政推進に係る要望
₃　分権型社会の推進
　・税財源を伴った権限移譲等の推進
　・全国の町村と連携した分権型社会の推進
₄　職員等各種研修会の実施
　・新規採用・初級・中級・係長職員研修会（各町〔賛助会員の市〕職員を対象）
　・法制執務研修会（ 〃 ）　・管理職員に対する研修会
₅　公有物件共済事業等への加入推進
　・公有建物災害・自動車損害共済事業（市町等を対象）
　・総合賠償補償保険事業（ 〃 ）　・団体生命（弔慰金）事業（ 〃 ）
　・自治会活動保険事業（ 〃 ）　・非常勤職員公務災害補償保険事業（ 〃 ）
　・災害対策費用保険事業（ 〃 ）
　・全国町村職員生活協同組合事業（市町等職員を対象）
　　　火災共済・自動車共済・特定疾病保険・車両共済
　・全国町村等職員任意共済保険事業（ 〃 ）
　　　任意生命保険・任意医療保険・任意収入補償保険
　・全国町村等職員個人年金共済事業（ 〃 ）
₆　県内₉町及び賛助会員への基礎自治体の施策に関する情報提供
　・町長等の給与ならびに議会議員各種委員等の報酬額の調査結果
　・基準財政需要額・基準財政収入額・財源不足額の調査結果
　・県関係の情報提供　・全国町村会等からの情報収集と提供
　・町会報えひめの発行　・本会ホームページの充実強化
₇　全国町村会等との連携、連絡調整
　・全国町村会、他県町村会、愛媛県、県市長会及び11市並びに県内関係団
体等との連携、連絡調整

₈　愛媛県自治会館　新会館建設に対する援助
　・老朽化による愛媛県自治会館建て替えに伴う愛媛県市町総合事務組合

への助成及び援助
₉　その他
　・本会内各種協議会に関する事務の推進
　　愛媛県市町各種事業総合協議会（愛媛県水道協会　愛媛県清掃事業協会
　　全国山村振興連盟愛媛県支部　全国市町村水産業振興対策協議会愛媛

県支部　愛媛県ダム所在・発電関係市町協議会）　愛媛県人権協会　愛
媛県過疎地域自立促進協議会

　・軽自動車税課税事務に関する申告書受付に関する事務
　・町（市）職員採用試験問題集に係る事務
　・会会員のニーズに対応した諸事業の展



　令和₂年₂月29日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 131 号　（4）　

　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合（
組
合
長
・

稲
本
隆
壽
内
子
町
長
）
は
、
2
月
17
日
㈪

午
前
10
時
30
分
か
ら「
え
ひ
め
共
済
会
館
」

に
お
い
て
令
和
2
年
第
1
回
定
例
会
を
開

催
し
た
。

　

出
席
者
は
、
稲
本
組
合
長
・
二
宮
副
組

合
長
（
大
洲
市
長
）・
管
家
西
予
市
長
・
岡

本
松
前
町
長
・
加
藤
東
温
市
長
・
河
野
久

万
高
原
町
長
・
山
本
大
洲
市
議
会
議
長
・

森
永
内
子
町
議
会
議
長
の
各
議
員
。

　

組
合
議
会
は
森
永
議
長
の
議
事
進
行
に

よ
り
、
会
議
録
署
名
議
員
に
加
藤
議
員
及

び
岡
本
議
員
の
両
名
を
指
名
し
、
本
定
例

会
の
会
期
を
1
日
限
り
と
決
定
。

　

議
事
に
入
り
、
次
の
各
議
案
に
つ
い
て

審
議
し
た
。

選
挙
第
1
号

　
　

副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　

▽
副
議
長
の
選
出

　
　

副
議
長　

山
本
光
明（
大
洲
市
議
会
議
長
）

　
（
令
和
2
年
2
月
17
日
～
組
合
議
会
議
員
の
任
期
満
了
ま
で
）

議
案
第
1
号

　
　

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　
「
成
年
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に

関
す
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
る
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に

よ
る
改
正
で
あ
る
旨
の
説
明
が
あ
り
、

審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
承
認
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

議
案
第
2
号

　
　

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
）

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

県
職
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
行
っ

た
も
の
で
あ
る
旨
の
説
明
が
あ
り
、
審

議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
承
認
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

議
案
第
3
号

　
　

令
和
元
年
度
本
組
合
補
正
予
算
（
第

2
号
）
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
現
在
解
体
工

事
中
の
愛
媛
県
自
治
会
館
の
工
期
変
更

に
伴
う
解
体
工
事
費
及
び
同
監
理
費
の

繰
越
明
許
、
新
会
館
建
設
基
金
の
利
子

受
け
入
れ
、
令
和
2
年
3
月
末
退
職
者

へ
の
退
職
手
当
支
給
額
増
に
伴
う
基
金

取
崩
し
の
補
正
予
算
で
あ
る
旨
の
説
明

が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
決
定
し
た
。

議
案
第
4
号

　
　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
議
会
の

議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災

害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

令
和
2
年
4
月
か
ら
会
計
年
度
任
用

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
決
定

県
市
町
総
合
事
務
組
合
　

職
員
制
度
導

入
に
伴
い
常

勤
職
員
と
同

様
の
手
当
等

が
支
給
さ
れ

る
こ
と
か
ら

報
酬
日
額
の

規
定
が
整
備

さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
旨

の
説
明
が
あ

り
、
審
議
の

結
果
、
原
案

の
と
お
り
決

定
し
た
。

議
案
第
5
号

　
　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
退
職
手

当
負
担
金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
が
令
和
2
年
4

月
か
ら
採
用
さ
れ
、
同
職
員
が
退
職
手

当
支
給
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
退
職

手
当
負
担
金
の
見
直
し
を
行
っ
た
も
の

で
、
常
勤
職
員
と
同
様
に
給
料
総
額
に

よ
る
負
担
を
お
願
い
し
、
負
担
率
は
常

勤
職
員
と
同
率
で
、
現
行
1
0
0
0
分

の
2
2
0
か
ら
1
0
0
0
分
の
1
7
0

に
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。
旨
の
説
明

が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
決
定
し
た
。

議
案
第
6
号

　
　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
消
防
負

担
金
の
負
担
方
法
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

消
防
負
担
金
条
例
に
よ
り
、
令
和
2

年
度
の
消
防
負
担
金
の
負
担
方
法
を
定

め
る
も
の
で
、
前
年
度
と
同
額
で
、
そ

れ
ぞ
れ
1
人
当
た
り
、
市
町
消
防
団
員

に
係
る
負
担
金
を
₂
₁
，5
1
0
円
、消

防
吏
員
に
係
る
負
担
金
を
3
1
0
円
、

市
町
人
口
に
係
る
負
担
金
を
30
円
50
銭

で
お
願
い
し
た
い
。
旨
の
説
明
が
あ
り
、

審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し

た
。

議
案
第
7
号

　
　

令
和
2
年
度
本
組
合
一
般
会
計
予
算

つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
₁
₀
，1
3
6
，

3
1
0
千
円（
前
年
度
比
5
6
8
，₈
₇

　

₀
千
円
増
）
と
定
め
る
も
の
と
し
た
旨

の
説
明
が
あ
っ
た
後
に
、
○
退
職
手
当

○
消
防
補
償
○
交
通
災
害
○
議
員
公
務

災
害
の
事
業
別
に
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
決
定
し
た
。

令和２年度 愛媛県市町総合事務組合一般会計歳入歳出予算
（歳　入）	 （単位：千円）

款 本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額 比　　較

項
1	負担金 4,983,674 5,673,443 △	689,769

1	退職手当負担金 4,649,300 5,341,000 △	691,700
2	消防負担金 292,988 292,137 851
3	交通災害共済掛金 31,800 32,000 △	200
4	自治会館負担金 9,330 8,050 1,280
5	公務災害負担金 256 256 0

2	消防基金等支出金 395,650 394,162 1,488
1	消防基金支出金 394,650 393,162 1,488
2	議員連合会支出金 1,000 1,000 0

3	財産収入 3,626 3,428 198
1	財産運用収入 3,626 3,428 198

4	寄附金 450,000 220,000 230,000
1	寄附金 450,000 220,000 230,000

5	繰入金 3,936,773 2,908,502 1,028,271
1	基金繰入金 3,936,773 2,908,502 1,028,271

6	繰越金 320,080 315,200 4,880
1	繰越金 320,080 315,200 4,880

7	諸収入 46,507 49,105 △	2,598
1	預金利子 100 105 △	5
2	団体支出金 45,216 44,889 327
3	雑入 1,191 4,111 △	2,920

0	使用料 0 3,600 △	3,600
0	会館使用料 0 3,600 △	3,600
歳　入　合　計 10,136,310 9,567,440 568,870

（歳　出）	 （単位：千円）

款 本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額 比　　較

項
1	議会費 430 415 15

1	議会費 430 415 15
2	総務費 99,350 98,959 391

1	総務管理費 98,750 98,419 331
2	監査委員費 100 90 10
3	認定委員会費 60 50 10
4	審査会費 440 400 40

3	事業費 5,794,165 4,719,834 1,074,331
1	退職手当事業費 4,751,910 3,775,067 976,843
2	消防事業費 671,152 669,154 1,998
3	交通災害事業費 24,090 28,920 △	4,830
4	自治会館事業費 345,530 245,210 100,320
5	議員公務災害事業費 1,483 1,483 0

4	公債費 1 1 0
1	公債費 1 1 0

5	諸支出金 4,221,100 4,706,583 △	485,483
1	基金積立金 4,221,100 4,706,583 △	485,483

6	予備費 21,264 41,648 △	20,384
1	予備費 21,264 41,648 △	20,384
歳　出　合　計 10,136,310 9,567,440 568,870
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愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
第
71
回

定
期
総
会
を
2
月
19
日
㈬
午
後
4
時
か

ら
、 「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

松
山
」
で
、
県
下
9
町
の
議
長
及
び
議
会

事
務
局
長
、
並
び
に
全
国
町
村
議
会
議
長

会
長
（
山
中
全
国
議
長
会
企
画
調
整
部
長

代
理
出
席
）
の
出
席
を
得
て
盛
大
に
開
催

し
た
。

　

総
会
は
ま
ず
、「
開
会
の
こ
と
ば
」
を
赤

松
副
会
長
（
松
野
町
議
長
）
が
述
べ
、
続

い
て
森
永
会
長
（
内
子
町
議
長
）
か
ら
あ

第
71
回
定
期
総
会
を
開
く

令
和
２
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定
　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
　

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰
名
簿

	

　
　
　
　
　
　
　
（
本
県
関
係
／
敬
称
略
）

◎
優
良
議
会

　

北
宇
和
郡
鬼
北
町
議
会

◎
自
治
功
労
者

・
議
員
27
年
以
上
在
職
者
（
1
名
）

　

上 

島 

町　

議　

員　
　

土
居　

計
彦

・
議
員
15
年
以
上
在
職
者
（
5
名
）

　

上 

島 

町　

議　

員　
　

檜
垣　

一
成

　

 　

〃　
　

 

議　

員　
　

平
山　

和
昭

　
　

 

〃　
　

 

議　

員　
　

松
原　

彌
一

　

砥 

部 

町　

議　

長　
　

政
岡
洋
三
郎

　
　

 

〃　
　

 

議　

員　
　

山
口　

元
之

い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
山
中
部
長
が
全
国
町
村
議
会

議
長
会
長
か
ら
の
祝
辞
を
代
読
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
か

ら
表
彰
さ
れ
た
鬼
北
町
議
会
や
6
名
の
自

治
功
労
者
の
方
々
に
対
し
て
表
彰
状
の
伝

達
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
っ
た
。

　

次
に
議
事
に
入
り
、
ま
ず
、
規
約
に
よ

り
森
永
会
長
が
議
長
席
に
着
い
て
、
次
の

と
お
り
議
事
を
進
行
し
た
。

⑴　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

⑵　

報
告
第
2
号　

平
成
30
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
員
共
済
事
業
特
別
会
計
決

算
⑶　

報
告
第
3
号　

令
和
2
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
員
共
済
事
業
特
別
会
計
予

算
⑷　

認
定
第
1
号　

平
成
30
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
長
会
一
般
会
計
決
算

⑸　

議
案
第
1
号　

令
和
2
年
度
本
会
会

務
運
営
方
針
及
び
事
業
計
画

⑹　

議
案
第
2
号　

令
和
2
年
度
本
会
会

費
の
分
賦
方
法

⑺　

議
案
第
3
号　

令
和
2
年
度
本
会
一

般
会
計
予
算

　
　

以
上
の
3
議
案
を
一
括
議
題
と
し
、

事
務
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
。
一
同
異

議
な
く
、
議
決
さ
れ
た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、
最
後
に
「
閉

会
の
こ
と
ば
」
を
竹
内
監
事
（
伊
方
町
議

長
）
が
述
べ
、
盛
会
裏
に
閉
会
し
た
。

	

（
閉
会
時
刻
4
時
45
分
）

会長あいさつ　森永会長（内子町議長）

議会表彰（渡邊鬼北町議長）自治功労者表彰（政岡砥部町議長）

　

新
議
長
紹
介

　

2
月
6
日
の
砥
部
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

政
岡
洋
三
郎
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

砥
部
町
議
会
議
長

　
　
政ま

さ

　
岡お

か

　
洋よ

う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

　
氏
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愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
2
月
3

日
か
ら
4
日
に
か
け
て
「
令
和
元
年
度
町

議
会
事
務
局
職
員
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
れ
は
、
①
議
会
運
営
上
の
疑
義
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
、
②
会
議
規
則
や
条

例
に
基
づ
き
、
議
会
運
営
が
さ
れ
て
い
る

が
、
町
ご
と
に
先
例
や
申
し
合
わ
せ
が
あ

り
、
一
様
で
は
な
い
こ
と
か
ら
他
町
の
運

営
と
比
較
検
討
し
て
み
る
こ
と
は
重
要
、

な
ど
を
目
的
に
毎
年
、
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

講
師
は
全
国
町
村
議
会
議
長
会
議
事
調

査
部
参
与
の
荒
井
幸
弘
氏
で
、
各
町
議
会

事
務
局
か
ら
16
名
が
参
加
。

　

研
修
は
、
県
下
町
議
会
事
務
局
か
ら
提

出
さ
れ
た
次
の
17
題
に
つ
い
て
の
検
討
と

意
見
交
換
。
活
発
な
発
言
が
続
い
た
。

　

な
お
、
研
修
に
先
立
ち
「
全
国
町
村
議

会
議
員
団
体
補
償
制
度
」
に
つ
い
て
、
全

国
町
村
議
会
議
員
互
助
会
の
廣
瀬
始
事
務

局
長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

　

研
修
2
日
目
に
は
、「
議
長
必
携
」
に
つ

い
て
、
荒
井
参
与
の
講
演
を
聴
講
し
た
。

町
議
会
事
務
局
職
員
研
修
会

議
会
運
営
17
事
例
を
研
究

令
和
元
年
度
定
期
総
会
を
開
催

愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議
会

令和元年度町議会事務局職員研修会
提 出 問 題

₁　傍聴者の対応について（上島町）
₂　議会選出監査委員の意見書の効力につい
て（久万高原町）
₃　会議録作成支援システムの導入について
	 （松前町）
₄　議選監査委員について（砥部町）
₅　監査事務について（内子町）
₆　本会議における途中出席議員の入場の際
の議会運用について
₇　本会議での出席報告（121条第1項）について
₈　議員が委員会等を欠席した場合の取扱い
について（鬼北町）
₉　委員会、議員全員協議会の公開の状況つい
て（愛南町）
10　人事案件について（上島町）
11　議事日程について（松前町）
12　常任委員会の委員構成について（砥部町）
13　議事日程の取り扱いについて（内子町）
14　発言の訂正（標準町村議会会議規則第64
条）と会議録の記載方法について（伊方町）
15　動産の買入れの議決について（松野町）
16　長の附属機関である審議会等の委員への
議員の就任について（鬼北町）
17　議案書等の公開について（愛南町）

　

愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議
会
は
、

2
月
26
日
「
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
5
階

会
議
室
」
で
、
県
下
会
員
の
市
町
長
及
び

議
長
並
び
に
顧
問
と
し
て
、
清
水
愛
媛
県

市
議
会
議
長
会
会
長
及
び
森
永
愛
媛
県
町

村
議
会
議
長
会
会
長
の
出
席
を
得
て
盛
大

に
開
催
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
の
定
期
総
会
に
は
、
新

し
い
試
み
と
し
て
、
今
治
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告
い
た

だ
く
こ
と
と
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

菅
会
長
（
今
治
市
長
）

3　

来
賓
祝
辞

　
　
　

愛
媛
県
知
事

　
　
　

	

（
代
理　

山
本
企
画
振
興
部
地

域
振
興
局
局
長
）

　
　
　

愛
媛
県
議
会
議
長

	　
　
　
（
代
理　

松
下
総
務
企
画
委
員

会
委
員
長
）

4　
「
移
住
促
進
及
び
集
落
対
策
事
業

に
つ
い
て
」

　
　

県
地
域
政
策
課
の
海
野
課
長
か
ら

説
明
が
あ
っ
た
。

5　

今
治
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
に
つ
い
て

　
　

今
治
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　

・
麦
島　

康
友
（
上
浦
地
域
所
属
）

　
　

・
千
々
木
涼
子
（
吉
海
地
域
所
属
）

　
　

・
今
里　

拓
哉
（
関
前
地
域
所
属
）

6　

協
議
事
項

　
　

次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、
す
べ
て

了
承
ま
た
は
決
定
し
た
。

　

⑴　

会
務
報
告

　

⑵　

平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
2
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

⑷　

令
和
2
年
度
市
町
負
担
金
の
分
賦

方
法
に
つ
い
て

　

⑸　

令
和
2
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

⑹　

決
議
（
案
）
に
つ
い
て

会長あいさつ
菅会長（今治市長）

▲
今
治
市
地
域
お
こ
し

　

協
力
隊
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２
月
の
会
と
催
し

▽
3
日
＝
令
和
元
年
度
町
議
会
事
務
局
職

員
研
修
会
（
4
日
ま
で
）

▽
4
日
＝
西
日
本
建
設
業
保
証
㈱
令
和
2

年
保
証
事
業
審
議
会
、
日
本
赤
十
字
社

愛
媛
県
支
部
令
和
元
年
度
第
2
回
評
議

員
会

▽
6
日
＝
愛
媛
県
人
口
問
題
総
合
戦
略
推

進
会
議
、
愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会
正
副

会
長
会
、
令
和
元
年
度
「
第
3
回
臨
時

総
会
」
及
び
「
第
4
回
全
員
連
絡
会
」、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
第
71
回
定
期
総

会
・
記
念
講
演
、
全
国
町
村
議
会
議
長

会
都
道
府
県
会
長
会
、
町
村
議
会
議
員

共
済
会
代
議
員
会
、
町
村
議
会
議
員
互

助
会
代
議
員
会
、（
一
財
）全
国
町
村
議

員
会
館
臨
時
評
議
員
会

▽
7
日
＝
令
和
2
年
北
方
領
土
返
還
要
求

全
国
大
会

▽
12
日
＝
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟

　

第
1
4
0
回
理
事
会

▽
14
日
＝
第
16
回
三
浦
保
環
境
賞
表
彰
式
、

愛
媛
県
人
権
協
会
会
計
監
査

▽
16
日
＝
内
子
町
消
防
出
初
式
、
ｅ
ａ
ｔ

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
え
ひ
め
＇20
表
彰
式

▽
17
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
組

合
議
会
、
愛
媛
県
献
血
推
進
計
画
策
定

検
討
委
員
会

▽
18
日
＝
第
53
回
南
海
放
送
賞
表
彰
式
・

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

　　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

南
極
で
摂
氏
20
℃
を
超
し
た
こ
と
に
驚

か
さ
れ
た
が
、
こ
の
冬
、
日
本
列
島
の
降

雪
は
極
端
に
少
な
く
、
春
う
ら
ら
か
な
暖

冬
の
日
々
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
今
や
毎
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―19
）
の
報
道

を
見
聞
き
し
な
い
日
は
皆
無
で
あ
る
。
世

界
中
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
忌
ま
わ
し
い

渦
に
巻
き
込
ま
れ
、
人
々
は
右
往
左
往
で

あ
る
。
確
た
る
治
療
薬
の
無
い
未
知
の
ウ

イ
ル
ス
は
全
世
界
へ
感
染
拡
大
一
途
に
あ

り
、
各
国
の
人
々
を
恐
怖
に
陥
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
強
力
な
感
染
不
安
か
ら
ゴ
ー

ス
ト
タ
ウ
ン
の
よ
う
な
中
国
某
市
街
地
。

行
き
交
う
全
て
の
人
が
マ
ス
ク
姿
は
異
様

で
あ
る
。
一
見
Ｓ
Ｆ
映
画
の
シ
ー
ン
を
垣

間
見
る
よ
う
な
こ
の
不
気
味
さ
は
過
去
に

な
か
っ
た
…
。

　

国
内
に
あ
っ
て
は
、
各
地
の
市
民
マ
ラ

ソ
ン
中
止
。
今
ま
で
な
か
っ
た
サ
ッ
カ
ー

Ｊ
リ
ー
グ
の
公
式
戦
、
各
講
演
や
芸
能
関

連
興
行
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
無
観

客
試
合
、
小
・
中
・
高
の
臨
時
休
校
な
ど
、

大
勢
が
集
ま
る
た
め
の
感
染
リ
ス
ク
に
繋

が
る
ク
ラ
ス
タ
ー
（
集
団
感
染
）
を
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
に
は
仕
方
な
い
。

ま
た
、
海
外
か
ら
は
勿
論
、
国
内
で
の
旅

行
客
も
そ
の
流
れ
が
止
ま
っ
た
。

　

事
は
既
に
昨
年
十
一
月
、
中
国
内
で
正

体
不
明
の
肺
炎
発
生
。
誤
報
も
含
め
そ
の

情
報
や
対
処
に
何
故
か
遅
れ
、
い
ち
早
く

実
態
を
把
握
し
、
発
信
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
緊
急
事
態
宣
言
も

2
月
で
あ
る
。
何
か
後
手
に
な
っ
た
の
で

は
…
。
我
が
国
も
1
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
の

水
際
対
応
、第
一
線
の
懸
命
な
努
め
も
、ウ

イ
ル
ス
は
既
に
す
り
抜
け
感
染
者
が
国
内

へ
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
如
何
と
も
し

難
い
。
し
か
も
観
光
立
国
を
目
指
す
わ
が

国
、
入
国
全
面
禁
止
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
極

め
て
難
し
い
。
小
を
制
す
る
こ
と
な
く
大

事
に
…
。
世
界
の
経
済
的
な
影
響
は
勿
論

で
、
か
つ
て
な
い
落
ち
込
み
衰
退
は
回
避

で
き
ま
い
。
次
に
7
月
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
目
前

に
し
た
我
が
国
に
と
っ
て
は
、実
施
か
、延

期
か
、
中
止
か
極
め
て
深
刻
な
流
れ
に
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

訪
問
要
注
意
の
国
に
我
が
国
の
名
前
が

挙
が
り
、
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
る
の
は
残

念
。
一
人
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
世
界

を
揺
る
が
し
た
豪
華
ク
ル
ー
ズ
船
。
船
は

英
国
船
籍
で
あ
り
、
運
営
は
米
国
で
あ
る

が
、
人
命
を
守
る
た
め
に
は
、
東
・
西
も

な
い
。
清
潔
好
き
と
し
て
自
他
と
も
に
認

め
る
日
本
人
と
し
て
は
、
市
中
感
染
の
早

期
の
終
息
を
願
う
一
方
、
一
日
も
早
い
対

応
ワ
ク
チ
ン
を
期
待
し
た
い
。
わ
が
国
の

感
染
症
に
対
す
る
研
究
は
、
歴
史
的
に
も

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
は
ず
。
で
も
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
数
の
不
思
議
が
現
場
に
あ
る
…
。

対
処
の
諸
事
は
“
理
屈
で
な
く
”
一
丸
で

緊
急
実
行
展
開
の
み
。

　

�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
わ
れ
わ
れ
は
、
他
人
に
幸
福
を
分
け
与

え
る
と
同
時
に
、
そ
れ
と
正
比
例
し
て
、

そ
れ
だ
け
自
分
の
幸
福
を
増
加
す
る
の

だ
」

　
　
（
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ベ
ン
サ
ム

�

　

英
国
の
法
学
者
）

一

筆

▽
19
日
＝
第
3
回
愛
媛
県
再
犯
防
止
推
進

会
議
、
愛
媛
県
町
村
会
第
73
回
定
期
総

会
、
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
第
71
回

定
期
総
会

▽
20
日
＝
愛
媛
県
市
町
各
種
事
業
総
合
協

議
会
会
計
監
査
、
愛
媛
県
過
疎
地
域
自

立
促
進
協
議
会
会
計
監
査
、
第
1
4
5

回
愛
媛
県
都
市
計
画
審
議
会
、
愛
媛
県

防
災
会
議

▽
21
日
＝
愛
媛
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連

合
会
第
62
回
通
常
総
会

▽
26
日
＝
愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協

議
会
定
期
総
会
、
第
2
回
愛
媛
県
社
会

福
祉
審
議
会
地
域
福
祉
専
門
分
科
会

▽
27
日
＝
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

愛
媛
県
本
部
運
営
会
議
、
愛
媛
県
町
村

監
査
委
員
協
議
会
会
計
監
査
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「
ひ
ゃ
っ
、ひ
ゃ
っ
、ひ
ゃ
っ
、丼
一
杯
に
し
ら
す
3
千
匹
は
の
せ
と
る
け
ん
な
」（
食
堂
店
主
）

「
釜
揚
げ
し
ら
す
丼
」

現代の神アイテム・スマホでの参加を

今年も大歓迎。動画ビギナーも、

ぜひご応募ください！

スマホ部門賞、新設。
発表！

第3回

過去の受賞作品をWEBで公開中。
ぜひご覧ください。

［主催］佐田岬ワンダービューコンペティション実行委員会（伊方町役場 産業課内） 
〒796-0301 愛媛県西宇和郡伊方町湊浦1993番地1

www.sadamisaki-wv.com

生 け 撮 れ！
日 本 一 細 長 い
「 佐 田 岬 半 島 」。
四国・愛媛にある佐田岬。
「謎」「奇怪」「驚愕」に満ちた
東西約40kmを舞台にした
動画コンペを開催。
まだ誰もみたことのない佐田岬を、
あなただけの視点で生け撮りし
２分以内の動画作品にしてご応募ください。

312020年 （土）
［応募締切］ 月 日10

出会えたら、ラッキー！

謎の美蝶
「アサギマダラ」

渡り蝶「アサギマダラ」の希少な飛来地。
毎年10月、群をなして飛ぶ幻想的な光景に出会える。

驚
愕
の
岬
グ
ル
メ

誰
も
が「
撮
り
た
い
」を
我
慢
で
き
な
い
！

不
思
議
ス
ポット

3大
不
思
議
ス
ポット

△

神
秘
！
野
鳥
や
昆
虫
が
海
を
越
え
て
や
って
く
る

「
権
現
山
」△

薄
暗
い
洞
窟
に
無
数
の
石
仏
、

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト「
伽
藍
山
」△

古
代
人
が
遺

し
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
な
風
格
あ
る
佇
ま
い

「
野
坂
の
石
垣
」

行っ
てみて

！

撮ってみて！

佐
田
岬
動
画
コ
ンペ

作
品
募
集

日
本
一
細
な
が

ー
い
。

イメージガール:
大野姉妹wi th清原梨央(仮)

異種格闘技
「鬼vs太鼓」

全長約10ｍの牛鬼と
約9ｍの四ッ太鼓が激突！！！

「
　　　　　　　　　　　　　　　　 」

恐ろしいほどの非日常感、　　
　　　　     でも、また来たいと思った。

「
　　　　　　　　　　　  」

来訪者の声実 録

奇祭
平地がないっ！あるのは、
海と山と空ばかり。

サダワン 検索


